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食品会社や建築会社で働く中で、それぞれの業界が抱えてい

る社会的な課題を知る機会がありました。

さらにコロナ禍を経験したことで、これからの社会や未来に

対する危機感が大きくなりました。

「このままで、未来の子どもたちはどのような社会で生きて

いくのだろうか」

「地球環境はこれからどうなっていくのだろうか」

そのようなことを考えるようになりました。

そして第二子の出産をきっかけに、

人の命と環境についてもっと深く学びたいという思いが強く

なり、退社を決意し、

現在は仕事や日々の活動を通して学び続けています。

自己紹介



地域住民と音楽イベントの開催



多古の星キャンプ場







保護猫活動による社会福祉への寄与







犬猫不妊去勢手術 実績

※１匹につき5000円補助

令和６年１１月より動物基金さくら猫チケット

（行政枠）を採用。

一概には言えないが、近年の町の補助金実績数

を見比べると町民の方が野良猫の手術にも持ち

出しをしてくれていた可能が高い。

行政枠の開始からR８年２月までの１年４ヶ月

で合計２１９匹。月平均14.5匹の不妊手術が進

んでおります。

猫の出産は一年間に３〜４回。一度に２〜６

匹の出産。人間が餌をあげない環境であれば

自然死も多いため爆発的に増える事はないが

、多古町の現状を見るとそうではない。



私たちの暮らしと未来



私たちの暮らしと未来



私たちの暮らしと未来



そうした想いから、

地域の自然や食文化を活かした古民家の拠点をつくり、

そこでの様々な暮らしの体験を通して

人と人、人と自然の関係を

もう一度見つめ直す場所を作りたいと考えています。



・体

験・味噌、醤油、柿酢、柿渋、干し柿、
梅干し、梅酢作りなど

・自然物を利用した身の回りの道具作り

・日本文化の共有（和装、土壁など）

・庭の育て方

・貸

出・ギャラリー

・スタジオ

・テナント

・宿泊

所・暮らし体験

・避難所



ご清聴ありがとうございました。


